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　今年も長い冬が終わり、待ち遠しい春！がやって

きました。

　岩手の冬は、特に長く、例年、12月から約４カ月

続く（秋は２カ月といったところでしょうか）ので、

春になると心が弾むという人も少なからずいるので

はないでしょうか。

　気象庁によると、今年度は、ラニーニャ現象の発

生ということで12月から１月中旬まで西高東低の気

圧配置が続き、厳寒の気象状況となりました。

　全国的に見れば、新潟、福井、富山、秋田の豪雪、

関越自動車の２日間に渡る大型車の立ち往生等、岩

手で見れば、県南地域への集中的な大雪が発生しま

した。

　ひとたび大雪が降れば、道路上の雪は、除雪車で

対応することになりますが、連続して降れば除雪体

制にも限界があるので、除雪が追い付かないことも

発生します。除雪は地域の建設業者等が対応するこ

とになっていますが、現状としては、作業員の高齢

化が進展し、人数に制限があることや、休息も取ら

ないと継続した対応はできないのが現実です。

　今後は、この限られた労働資源をどう運用して除

雪体制を継続して構築していくのかが、問われてき

ます。

　ここで私が道路管理を担当している八幡平地域の

国道282号について記載します。

　この路線は、高速道路と並行しているので、大雪

や事故での高速道路通行止め時には代替路線として

機能することになりますが、この際に、ノーマルタ

イヤでチェーンも保持しない大型車がスタックし、

大渋滞を発生させることが多々あります。

　こうなると、どこでスタックが発生し、どこまで

渋滞が生じているのか、現場に向かっても、その渋

滞に巻き込まれるなど、これまでその全体像が把握

できませんでした。また、早急に対策を講じないと、

立ち往生発生の起因ともなりかねません。

　これを解決する手法として今年度から、「グーグル

マップの交通状況」をチェックすることとしていま

す。

　このアプリを起動すると、スタック車両があれば

赤または茶で表示され、渋滞がどこまであるのか物

の見事に表示してくれます。場所や状況が分かれば、

その初期対応として、作業員による砂・塩の散布や

除雪車の緊急出動など早急な対応が可能です。また、

一方で、すべての路線が黄緑色表示の場合、安定的

に交通が流れていることを確認できます。

　こういったことから、令和３年２月13日土曜日23

時７分に発生した福島県沖地震（Ｍ7.3）では、い

ち早くこのアプリを起動して管内の交通流に問題が

発生していないか自宅にいながら確認することがで

きました。一方、福島県常磐道の法面崩壊で通行止

めが発生した個所は、周辺前後が茶色（停車状態）

で表示されておりました。

　各個人がもつ携帯電話のＧＰＳ位置情報から、そ

のビックデータを解析し、交通状況を表示するグー

グルのアプリは、非常に画期的で、大いに道路管理

の現場で活用できます。

　今後は、さらなる精度向上や他分野（交通解析等）

での活用を期待するところです。
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　岩手町の2021年度一般会計当初

予算の総額は、前年度当初比（以

下同）4.1％増の86億4210万2000

円となった。普通建設事業費は、

5.5％減の14億8181万3000円。土

木費の道路新設改良費には、５億

3642万9000円を計上している。

　主な歳入では、町税が4.7％増

の15億8693万5000円。地方交付税

は0.2％増の32億3907万1000円、

国庫支出金は37.5％増の９億6963

万4000円、県支出金は3.6％増の

４億9442万7000円となっている。

町債は、3.0％増の13億6209万300

0円。

　歳出を見ると、性質別では、普

通建設事業費が8565万6000円減、

率にして5.5％減の14億8181万300

0円。内訳は、補助が61.3％増の

４億9378万円、単独が21.7％減の

９億8803万3000円。災害復旧事業

費は、前年度と同額の20万円とな

っている。

　目的別では、商工費が１億6276

万円で37.0％増、土木費が10億44

43万6000円で15.2％増と、ともに

２桁の増。労働費は595万円で、

約87.3％の減となっている。

　土木費を見ると、道路新設改良

費に５億3642万9000円を計上。こ

のうち、委託料には測量等委託料

として8718万5000円、工事請負費

には町道整備工事費として３億80

85万3000円を措置。負担金、補助

及び交付金には、五日市橋拡幅負

担金3499万5000円を予算化してい

る。

　道路維持費には、１億2037万80

00円を確保。このうち、委託料に

は測量等委託料398万4000円など

合わせて778万4000円を配分し

た。工事請負費には、町道整備工

事費として6010万円を計上してい

る。

　橋梁維持費には9100万円を計

上。測量等委託料2600万円、橋梁

補修工事費5500万円などを盛り込

んでいる。

　住宅管理費には1814万6000円を

配分。このうち、委託料には公営

住宅長寿命化計画策定業務委託料

569万円など、合わせて639万2000

円を計上している。

　総務費を見ると、財産管理費に

１億4737万3000円を予算化。工事

請負費には、開発センター長寿命

化工事費2000万円や庁舎空調設備

整備工事費4216万6000円、庁舎多

目的トイレ整備工事費1430万円な

どを盛り込んでいる。

　教育費関連では、学校管理費（小

学校費）で、委託料に校舎等諸工

事設計監理委託料936万円など合

わせて4027万円を計上。工事請負

費には、校舎等諸工事費１億8071

万7000円を配分している。

　公民館費には、１億8378万5000

円を確保。工事請負費には、施設

整備工事費として8881万4000円を

計上している。

　文化財調査事業費には、2675万

7000円を措置。委託料には、歴史

文化館整備工事設計等委託料1801

万8000円などを盛り込んでいる。

　体育施設費には、１億1726万10

00円を配分。工事請負費には、総

合運動公園施設整備工事費7032万

8000円を計上している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　普代村の21年度一般会計当初予

算の総額は、34億2100万円で、前

年度当初と比較して（以下同）４

億4000万円の増額、率にして14.8

％の増となった。主な建設関連予

算としては、沢漁港漁村再生交付

金事業の工事費8000万円や、浸水

対策ポンプ設置工事費4400万円を

計上した。

　歳入を見ると、村税は２億1320

万2000円で11.4％減となり、村民

税（個人、法人分）の減少が主な

要因。地方交付税は14億2000万円

で10.2％減となり、主に震災復興

特別交付税が皆減となったことで

前年度を下回った。国庫支出金に

関しては、地方公共団体カーボン

・マネジメント強化事業補助金が

皆減となったものの、１災公共土

木災害復旧国庫負担金が皆増とな

ったことにより、171.4％の伸び

となっている。

　性質別歳出の投資的経費は、９

億2653万6000円で55.0％増。普通

建設事業費は４億3144万6000円で

22.9％減、災害復旧事業費は大幅

な伸びで４億9509万円となった。

　主な目的別歳出では、土木費が

３億2868万1000円で9.3％増とな

り、道路施設補修・補強調査設計

や橋梁補修・補強工事費などが増

額となっている。農林水産業費は

２億4896万3000円で16.1％減。衛

生費は久慈広域連合の負担金の減

額などに伴い、56.6％減の１億28

26万5000円となった。

　主な建設関連予算を見ると、総

務費には、地域活動拠点集会施設

整備事業の委託料に550万円、工

事費に5300万円を計上した。農林

水産業費の漁港建設費において

は、工事費１億300万円を計上。

うち沢漁港漁村再生交付金事業の

工事費に8000万円、白井漁港の機

能増進事業工事費に2300万円を配

分している。

　土木費の道路維持費では、委託

料7286万円を計上し、道路施設補

修・補強調査設計業務委託料に42

26万円、村道測量設計業務委託料

に250万円などを予算化。工事費

としては4300万円を計上し、橋梁

補修・補強工事請負費に4000万円、

村道補修工事費300万円を配分し

ている。

　道路新設改良費においては、村

道沢山線用地測量業務委託料190

万円、（仮称）村道黒崎４号線道路

改良工事費700万円、（仮称）上普

代６号線道路改良工事費500万

円、二級村道普代平井賀線道路改

良工事費2000万円を計上した。

　河川維持費では、浸水対策ポン

プの設置に向けた設計業務委託料

3300万円、工事費4400万円を計上

した。住宅管理費には、南浜住宅

解体工事費1100万円、村営力持住

宅改善工事費600万円などを盛り

込んだ。

　災害復旧費では、台風第19号災

害復旧費の工事費として４億9500

万円を計上した。

　このほか、簡易水道特別会計の

公営企業法適用化移行支援業務委

託料に660万円、漁業集落排水事

業特別会計の公営企業法適用化移

行支援業務委託料に550万円を計

上している。

　東北農政局北上土地改良調査管

理事務所は６日付で、一般競争入

札で実施の「国営土地改良事業地

区調査山王海三期地区事業構想検

討その他業務」を公告した。（関

連７面）

　この業務では、国営土地改良事

業地区調査「山王海三期地区」に

係る用水計画と施設計画の検討を

行い、施設長寿命化計画案や事業

計画書案の基礎資料を作成する。

委託期間は22年２月14日まで。
2021年度岩手町一般会計当初予算

2021年度普代村一般会計当初予算


